


































































































































































































































































きとした。この議論の真っ最中、午前 11 時 30 分、二発目の原子爆弾が長崎
に投下された。午後 1時に会議を一旦中断し、閣議が午後 2時 30 分から始
まったが、午後 10 時になり、延々12 時間に及ぶ議論によっても決着は見ら
れなかった。





































































































































































































　終戦をもって、当時 188 個師団約 550 万人を数えた陸軍と、74 万トン約
240 万人にのぼる海軍は解体された。9月 13 日、大本営が廃止され、本土に
展開していた陸軍 240 万人、海軍 130 万人の軍隊は 9月末までに約 8割が復
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